
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ヘッダを有する１の無線信号を受信する複数の受信部と、
前記受信部から信号の入力を受ける複数の入力手段とを有する受信信号処理回路において
、
前記入力手段から入力された入力信号からヘッダを検出するヘッダ検出手段と、
前記ヘッダ検出手段がヘッダを検出した場合に、任意の信号をマスクするマスク信号を生
成するマスク生成手段と、
前記複数の入力手段それぞれからの入力信号の内、前記ヘッダ検出手段によりヘッダを検
出した入力信号のみを選択して出力し、他の入力信号に対しては前記マスク生成手段が生
成したマスク信号によりマスクする選択・マスク手段と、
を有し、
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前記選択・マスク手段は、
　１の入力信号と、他の入力信号から前記マスク生成手段でヘッダを検出することにより
生成したマスク信号とを合成する第１の合成部と、
　前記１の無線信号を複数の受信部が同時に受信した場合のみ、予め優先させることとし
て定めた１の入力信号を出力する第２の合成部と、
　前記第１の合成部からの出力信号と前記第２の合成部からの出力信号とを合成する第３
の合成部と、を具備し、前記複数の入力手段それぞれからの入力信号の内、前記ヘッダを
有する１の入力信号のみを出力して他の信号は出力しないよう構成され、



【請求項２】
ヘッダを有する１の無線信号を受信する複数の受信部それぞれから入力される入力信号に
対する受信信号処理方法であって、
前記入力信号のそれぞれからヘッダを検出するヘッダ検出工程と、
前記ヘッダ検出工程によりヘッダが検出された場合に、任意の信号をマスクするマスク信
号を生成するマスク生成工程と、
前記複数の受信部それぞれからの入力信号 前記ヘッダ検出工程によりヘッダを検出
した入力信号のみを選択して出力し、他の入力信号に対しては前記マスク生成工程で生成
されたマスク信号によりマスクする選択・マスク工程と

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、受信信号処理回路および方法に関し、特に、無線信号からの複数の入力部を有
する受信信号処理回路および方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、リモコン信号などの無線信号を複数の受信部によって受信し、その受信部それぞれ
が受信した信号から元の無線信号の情報（信号の波形）を取り出そうとする受信信号処理
回路では、一般にＯＲ回路（論理和回路）を用いてそれぞれの受信部が受信した信号を合
成する方法が用いられている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、従来の受信信号処理回路ではＯＲ回路により合成しているだけのため、一
つの受信部が無線信号を受信中に他の受信部がノイズを受信してしまうと、そのノイズも
含めて合成された信号をデコードしてしまい、元の無線信号を忠実にデコードすることが
できないという問題があった。
また、出力信号にノイズが混入されることを回避するために受信部ごとにデコーダを設け
ると、回路規模が大きくなり高価な回路となってしまう問題があった。
【０００４】
本発明はこのような状況に鑑みてなされたもので、以下の目的を有する。
第１の目的は、複数の受信部からの入力信号に対して、出力に用いる入力信号以外の入力
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　前記第２の合成部は、前記予め優先させることとして定めた１の入力信号と、他の入力
信号から前記マスク生成手段がヘッダを検出することにより生成したマスク信号とを合成
する論理積回路であり、
　前記第３の合成部は、前記第１の合成部および前記第２の合成部からの出力信号を合成
して出力するする論理和回路であることを特徴とする受信信号処理回路。

の内、

、を有し、
　前記選択・マスク工程では、
　１の入力信号と、他の入力信号に対して前記マスク生成工程により生成されたマスク信
号とを第１の合成部により合成するとともに、前記ヘッダ検出工程により複数の入力信号
からのヘッダが同時に受信された場合のみ、予め優先させることとして定めた１の入力信
号を第２の合成部により出力し、
　前記第１の合成部からの出力信号と前記第２の合成部からの出力信号とを第３の合成部
により合成して出力することで、前記複数の受信部それぞれから入力される入力信号の内
、前記ヘッダ検出工程によりヘッダの検出が行われた入力信号のみを選択して出力し、他
の入力信号に対しては前記マスク生成工程で生成されたマスク信号によりマスクし、
　前記第２の合成部は、前記予め優先させることとして定めた１の入力信号と、他の入力
信号から前記マスク生成工程でヘッダを検出することにより生成したマスク信号とを合成
する論理積回路であり、
　前記第３の合成部は、前記第１の合成部および前記第２の合成部からの出力信号を合成
して出力するする論理和回路であることを特徴とする受信信号処理方法。



信号をマスクすることにより、受信信号処理回路および方法において、出力に用いる入力
信号以外の入力信号にノイズが混入している場合でも確実に除去できるようにすることで
ある。
【０００５】
第２の目的は、複数の受信部からの入力信号それぞれから同時にヘッダが検出された場合
、ある１つの入力信号を優先させることにより、小規模な回路構成で元の無線信号を確実
かつ忠実に出力することが可能な受信信号処理回路および方法を提供することである。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
かかる目的を達成するために、本発明は以下の特徴を有する。
請求項１記載の発明は、ヘッダを有する１の無線信号を受信する複数の受信部と、受信部
から信号の入力を受ける複数の入力手段とを有する受信信号処理回路において、入力手段
から入力された入力信号からヘッダを検出するヘッダ検出手段と、ヘッダ検出手段がヘッ
ダを検出した場合に、任意の信号をマスクするマスク信号を生成するマスク生成手段と、
複数の入力手段それぞれからの入力信号の内、ヘッダ検出手段によりヘッダを検出した入
力信号のみを選択して出力し、他の入力信号に対してはマスク生成手段が生成したマスク
信号によりマスクする選択・マスク手段と、を有し、

【００１０】
請求項 記載の発明は、ヘッダを有する１の無線信号を受信する複数の受信部それぞれか
ら入力される入力信号に対する受信信号処理方法であって、入力信号のそれぞれからヘッ
ダを検出するヘッダ検出工程と、ヘッダ検出工程によりヘッダが検出された場合に、任意
の信号をマスクするマスク信号を生成するマスク生成工程と、複数の受信部それぞれから
の入力信号 ヘッダ検出工程によりヘッダを検出した入力信号のみを選択して出力し
、他の入力信号に対してはマスク生成工程で生成されたマスク信号によりマスクする選択
・マスク工程と

【００１３】
上述した一連の技術的手段によれば、複数の受信部により１の無線信号を受信する際、そ
れぞれの受信部からの入力信号に対して元の無線信号のヘッダ（ヘッダ信号）を監視し、
ある入力信号からヘッダが検知された場合に他の入力信号に対してマスク処理を行い、出
力信号にノイズが混入することを回避する。
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選択・マスク手段は、１の入力信号
と、他の入力信号からマスク生成手段でヘッダを検出することにより生成したマスク信号
とを合成する第１の合成部と、１の無線信号を複数の受信部が同時に受信した場合のみ、
予め優先させることとして定めた１の入力信号を出力する第２の合成部と、第１の合成部
からの出力信号と第２の合成部からの出力信号とを合成する第３の合成部と、を具備し、
複数の入力手段それぞれからの入力信号の内、ヘッダを有する１の入力信号のみを出力し
て他の信号は出力しないよう構成され、第２の合成部は、予め優先させることとして定め
た１の入力信号と、他の入力信号からマスク生成手段がヘッダを検出することにより生成
したマスク信号とを合成する論理積回路であり、第３の合成部は、第１の合成部および第
２の合成部からの出力信号を合成して出力するする論理和回路であることを特徴とする。

２

の内、

、を有し、選択・マスク工程では、１の入力信号と、他の入力信号に対し
てマスク生成工程により生成されたマスク信号とを第１の合成部により合成するとともに
、ヘッダ検出工程により複数の入力信号からのヘッダが同時に受信された場合のみ、予め
優先させることとして定めた１の入力信号を第２の合成部により出力し、第１の合成部か
らの出力信号と第２の合成部からの出力信号とを第３の合成部により合成して出力するこ
とで、複数の受信部それぞれから入力される入力信号の内、ヘッダ検出工程によりヘッダ
の検出が行われた入力信号のみを選択して出力し、他の入力信号に対してはマスク生成工
程で生成されたマスク信号によりマスクし、第２の合成部は、予め優先させることとして
定めた１の入力信号と、他の入力信号からマスク生成工程でヘッダを検出することにより
生成したマスク信号とを合成する論理積回路であり、第３の合成部は、第１の合成部およ
び第２の合成部からの出力信号を合成して出力するする論理和回路であることを特徴とす
る。



【００１４】
【発明の実施の形態】
次に、本発明に係る受信信号処理回路および方法を図面を用いて詳細に説明する。
【００１５】
図１は、本発明の実施形態としてのリモコン受信信号処理回路の基本構成例を示す回路図
である。図１に示すように、本発明に係るリモコン受信信号処理回路１０００は、ヘッダ
検出回路１２０と、マスクパルス生成回路１３０と、ヘッダ検出回路２２０と、マスクパ
ルス生成回路２３０と、選択・マスク部３００とを有して構成され、受光部１１０からの
入力信号１１と受光部２１０からの入力信号２１とをそれぞれの入力線（入力手段）から
受け取り、抽出信号３４を出力する。ここで、入力信号１１と入力信号２１とは上記のそ
れぞれの受光部からリモコン受信信号処理回路１０００へ入力される信号であり、１つの
リモコン（不図示）から受信したリモコン信号も含まれるが、様々なノイズも含まれたも
のである。
【００１６】
図１に示す各部について、以下に説明する。
受光部（受信部）１１０は、１つのリモコン（不図示）から発信されたリモコン信号を受
光する回路であり、受光すると正論理のリモコン信号を出力する。
ヘッダ検出回路１２０は、受信部１１０から出力されてくる入力信号１１を常に監視し、
入力信号１１からリモコン信号のヘッダを検出すると検出したことを示す信号をマスクパ
ルス生成回路１３０に出力する。
マスクパルス生成回路（マスク生成手段）１３０は、ヘッダ検出回路１２０からヘッダが
検出されたことを示す信号を受信すると、任意の信号（信号に含まれる情報）をマスクす
るマスクパルス（マスク信号）１３を選択・マスク部３００に出力する。このマスクパル
ス１３の長さは、リモコン信号のヘッダ部の終了からデータ部の終了までの長さとする。
すなわち、マスクパルス生成回路１３０は、ヘッダ検出回路１２０がヘッダを検出し終わ
ってからリモコン信号のデータ部を検出し終わるまでの間、マスクパルスを生成すること
とする。
【００１７】
受光部（受信部）２１０も、上記と同じ１つのリモコン（不図示）から発信されたリモコ
ン信号を受光する回路であり、その受光部２１０からの入力線に対する構成も上記の受光
部１１０からの入力線に対する構成と同様であり、受光部２１０からの入力信号２１に対
してヘッダ検出回路２２０が監視し、ヘッダが検出されるとマスクパルス生成回路（マス
ク生成手段）２３０がマスクパルス２３を選択・マスク部３００に出力する。
【００１８】
選択・マスク部３００は、ＡＮＤ回路３１０と、ＡＮＤ回路３２０と、ＡＮＤ回路３３０
と、ＯＲ回路３４０とを有して構成される。ＡＮＤ回路３２０とＡＮＤ回路３３０とは、
入力線の片側にインバータを有して構成される。
【００１９】
ＡＮＤ回路３１０（第２の合成部である論理積回路）は、受光部１１０からの入力信号１
１と、マスクパルス生成回路１３０からのマスクパルス１３と、マスクパルス生成回路２
３０からのマスクパルス２３との入力を受け、マスクパルス１３またはマスクパルス２３
が入力された場合には、その入力されたマスクパルスにより入力信号１１にマスクを行い
マスク後信号３１としてＯＲ回路３４０に出力し、マスクパルス１３およびマスクパルス
２３が入力された場合には、入力信号１１をそのままマスク後信号３１としてＯＲ回路３
４０に出力する。
【００２０】
ＡＮＤ回路３２０（第１の合成部）は、受光部１１０からの入力信号１１の入力と、マス
クパルス生成回路２３０からのマスクパルス２３のインバータを介した入力とを受け、マ
スクパルス２３が入力された場合には、そのマスクパルス２３により入力信号１１にマス
クを行いマスク後信号３２としてＯＲ回路３４０に出力し、マスクパルス２３が入力され
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ない場合には、入力信号１１をそのままマスク後信号３２としてＯＲ回路３４０に出力す
る。
【００２１】
ＡＮＤ回路３３０（第１の合成部）は、受光部２１０からの入力信号２１の入力と、マス
クパルス生成回路１３０からのマスクパルス１３のインバータを介した入力とを受け、マ
スクパルス１３が入力された場合には、そのマスクパルス１３により入力信号２１にマス
クを行いマスク後信号３３としてＯＲ回路３４０に出力し、マスクパルス１３が入力され
ない場合には、入力信号２１をそのままマスク後信号３３としてＯＲ回路３４０に出力す
る。
【００２２】
ＯＲ回路３４０（第３の合成部）は、上述したマスク後信号３１と、マスク後信号３２と
、マスク後信号３３とを合成し、抽出信号３４として出力する。
【００２３】
次に、本発明の実施形態としてのリモコン受信信号処理回路１０００の動作について説明
する。図２は、リモコン受信信号処理回路１０００による信号処理の流れの例を、それぞ
れの信号の時間推移によって示す図である。
【００２４】
図２に示すように、受光部１１０や受光部２１０はリモコン信号を受信すると、例えば入
力信号１１のＴ０からＴ１期間に示すような、あらかじめ決められた一定期間以上の連続
したＨレベルであるヘッダ信号に続き、あらかじめ決められた一定期間のデータ部の信号
を出力することとする。
【００２５】
Ｔ０からＴ１期間は、受光部１１０にリモコン信号が入り、受光部２１０から出力される
入力信号２１に混入されているノイズをリモコン受信信号処理回路１０００が除去する場
合の例を示している。受光部１１０にリモコン信号が入力された場合、受光部１１０から
の出力は入力信号１１に示す信号となる。このとき、ヘッダ検出回路１２０によりヘッダ
が検出されると、マスクパルス生成回路１３０はマスクパルス１３を発生する。このとき
、受光部２１０からの出力に入力信号２１として示すようなノイズが混入していたとして
も、マスクパルス１３によりＡＮＤ回路３３０からの出力は、マスク後信号３３に示すよ
うにノイズがマスクされたものとなるため、ＯＲ回路３４０からの出力である抽出信号３
４にはＡＮＤ回路３２０からの出力であるマスク後信号３２のみが反映されることとなる
。ここで、ＡＮＤ回路３２０への入力は、マスクパルス２３が生成されていないため入力
信号１１のみとなり、従って出力であるマスク後信号３２は入力信号１１の情報（信号の
波形）のみとなっている。また、ＡＮＤ回路３１０への入力はマスクパルス１３と入力信
号１１とであるので、マスク後信号３１はマスク後信号３３と同様、マスクされたものと
なっている。以上により、抽出信号３４は入力信号２１の影響を受けることなく、入力信
号１１のみで出力されることとなる。
【００２６】
Ｔ１からＴ２期間は、受光部２１０にリモコン信号が入り、受光部１１０から出力される
入力信号１１に混入されているノイズをリモコン受信信号処理回路１０００が除去する場
合の例を示している。受光部２１０にリモコン信号が入力された場合、受光部２１０から
の出力は入力信号２１に示す信号となる。このとき、ヘッダ検出回路２２０によりヘッダ
が検出されると、マスクパルス生成回路２３０はマスクパルス２３を発生する。このとき
、受光部１１０からの出力に入力信号１１として示すようなノイズが混入していたとして
も、マスクパルス２３によりＡＮＤ回路３２０からの出力は、マスク後信号３２に示すよ
うにノイズがマスクされたものとなるため、ＯＲ回路３４０からの出力である抽出信号３
４にはＡＮＤ回路３３０からの出力であるマスク後信号３３のみが反映されることとなる
。ここで、ＡＮＤ回路３３０への入力は、マスクパルス１３が生成されていないため入力
信号２１のみとなり、従って出力であるマスク後信号３３は入力信号２１の情報のみとな
っている。また、ＡＮＤ回路３１０への入力はマスクパルス２３と入力信号２１とである
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ので、マスク後信号３１はマスク後信号３２と同様、マスクされたものとなっている。以
上により、抽出信号３４は入力信号１１の影響を受けることなく、入力信号２１のみで出
力されることとなる。
【００２７】
Ｔ２からＴ３期間は、受光部１１０と受光部２１０とに同時にリモコン信号が入力された
場合の例を示している。この場合は、ヘッダ検出回路１２０とヘッダ検出回路２２０との
両方ともヘッダを検出するため、マスクパルス生成回路１３０がマスクパルス１３生成し
、マスク生成回路２３０がマスクパルス２３を生成することとなり、ＡＮＤ回路３２０か
らの出力であるマスク後信号３２と、ＡＮＤ回路３３０からの出力であるマスク後信号３
３とはマスクされることとなる。ここでＡＮＤ回路３１０は、入力が入力信号１１とマス
クパルス２３とマスクパルス３３となるので、出力であるマスク後信号３１は入力信号１
１の情報のみとなる。こうしてＯＲ回路３４０からの出力である抽出信号３４は、マスク
後信号３１としての入力信号１１の情報のみが優先されて反映されることとなる。
【００２８】
上述したリモコン受信信号処理回路１０００は、例えばプロジェクタなどのリモコンによ
り操作可能な機器に搭載し、リモコン信号受光部を機器の前後など各方向に配置すること
により、リモコンによる機器の操作を多様な方向から可能にしながらも、リモコン信号受
光部からのノイズ混入による機器の誤動作を安いコストで回避することを可能とする。
【００２９】
なお、本発明の実施形態では、ＡＮＤ回路３１０に入力信号１１を入力させることにより
、受光部１１０と受光部２１０とに同時にリモコン信号が入力された場合には入力信号１
１を優先させることとして説明しているが、ＡＮＤ回路３１０への入力を入力信号１１に
代えて入力信号２１とすることにより、入力信号２１を優先させることとしてもよい。ま
た、入力線の数（受光部の数）を３つ以上とする場合にも、ＡＮＤ回路への入力を、予め
優先させることとして定めた１つの入力線からの入力に切り替えることにより、その入力
線からの入力信号を優先させることとしてよい。
【００３０】
また、本発明の実施形態では、リモコン信号は例えば入力信号１１のＴ０からＴ１期間に
示すような、あらかじめ決められた一定期間以上の連続したＨレベルであるヘッダー信号
に続き、あらかじめ決められた一定期間のデータ部を有する波形として説明しているが、
情報の伝達を行う無線信号であればこれに限定されず、他の信号波形であってもよい。
【００３１】
また、本発明の実施形態では、無線信号をリモコン信号として説明しているが、１つの無
線信号であればこれに限定されず、例えばレーザや電磁波による信号でもよい。
【００３２】
また、本発明の実施形態では、リモコン受信信号処理回路１０００への入力線の数（受光
部の数）を２つとして説明しているが、複数であれば２つに限定されない。入力線の数が
３つ以上である場合には、それぞれの入力線に対して上述した受光部１１０からの入力線
に対する構成と同様の構成を設け、ＡＮＤ回路３２０と同様のインバータ付きＡＮＤ回路
を、上記実施形態と同様にそれぞれの入力線からの入力信号と他の入力線からのマスクパ
ルス生成回路によるマスクパルスとが入力されるように構成し、そのＡＮＤ回路からのマ
スク後信号が上記実施形態と同様にＯＲ回路３４０に出力されることとなる。
【００３３】
また、上述した各実施形態は、本発明の好適な実施形態であり、本発明の主旨を逸脱しな
い範囲内において、例えば上述したように種々変形して実施することが可能である。
【００３４】
【発明の効果】
以上の説明により明らかなように、本発明の受信信号処理回路および方法によれば、複数
の受信部からの入力信号に対して、出力に用いる入力信号以外の入力信号を確実にマスク
することにより、出力に用いる入力信号以外の入力信号に常にノイズが混入している場合
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でも、出力される信号からそのノイズを確実に除去することが可能となる。
【００３５】
また、本発明の受信信号処理回路および方法によれば、複数の受信部からの入力信号それ
ぞれから同時にヘッダが検出された場合、ある１つの入力信号を優先させることにより、
元の無線信号を確実かつ忠実に出力することが可能となる。
【００３６】
また、本発明の受信信号処理回路および方法によれば、複数の受信部からの入力信号に対
して出力を１つとし、複数のデコーダを設けないことにより、小規模な回路構成で安価に
上記の効果が可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施形態としてのリモコン受信信号処理回路の基本構成例を示す回路図
である。
【図２】リモコン受信信号処理回路１０００による信号処理の流れの例を、それぞれの信
号の時間推移によって示す図である。
【符号の説明】
１１，２１　入力信号
１３，２３　マスクパルス
３１，３２，３３　マスク後信号
３４　抽出信号
１１０，２１０　受光部
１２０，２２０　ヘッダ検出回路
１３０，２３０　マスクパルス生成回路
３００　選択・マスク部
３１０　ＡＮＤ回路
３２０，３３０　インバータ付きＡＮＤ回路
３４０　ＯＲ回路
１０００　リモコン受信信号処理回路
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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